
第５号様式（第 11 条関係） 

 

実 績 報 告 書 

１ 事業者名 わぐわぐ寺子屋プロジェクト 

２ 事業名 派遣型（遠征先：群馬県嬬恋村、新潟県小千谷市） 

３ 実施期間 
夏編 群馬県嬬恋村 令和 7 年 8 月 26 日  ～  28 日 

冬編 新潟県小千谷市 令和 8 年 2 月 21 日  〜  23 日 

４ 実施場所等 
夏編 群馬県嬬恋村 

冬編 新潟県小千谷市 

５ 対象年齢・ 

  参加人数 

小学校 5・6 年生、各回 25 名定員(合計 50 名) 

＊責任を持った行動が期待できる子どもとして、小学 5・6 年生を対象にしている 

＊自由度の高いプログラム実施において、参加者の行動が把握できる人数とした 

 

〈実際の参加人数〉 

夏編 群馬県嬬恋村 19 名（申込者 28 名・派遣型参加経験者など参加対象外となる

重複者あり） 

冬編 新潟県小千谷市 13 名（申込者 26 名・夏の参加者など参加対象外となる重複

者あり） 

６ 参加費  有料（5,000 円） 

７ 内容 

■夏編 群馬県嬬恋村■ 

・テーマは「ソロキャンプで集落生活」。嬬恋村にある休暇村嬬恋鹿沢キャンプ場を舞

台に１人１テントでソロキャンプ体験を実施。自分で考えて生きることの実践と、広大な

自然を活かした「自分で考える夏休み最高の思い出」を実現した。 

 
 

【準備期間（6 月〜8 月）】 

・6 月 夏視察訪問①・宿泊は休暇村嬬恋鹿沢ロッジテント→プログラム確定 

・7 月 WEB 配信・ポスター等による参加者募集、中高生・大人スタッフ確定 

・8 月 夏視察訪問②・宿泊は休暇村嬬恋鹿沢ロッジテント(温度等の環境の確認・本

番テントのシミュレーション→プログラム微調整) 

    スタッフ全体ミーティング(1 回・対面) 

    参加者を対象としたキックオフイベント(1 回・オンライン) 

     

【プログラム当日】 

〈1 日目 8/26〉 

8:00  阿佐ヶ谷駅南口ロータリー集合・移動（バス） 

12:00 嬬恋村へ到着・浅間酒造センターで昼食・愛妻の丘訪問 

13:00 移動→休暇村嬬恋鹿沢到着・荷物の整理、テント配布・ 

     設営・オリエンテーション 

15:00 全体会議「夕食作り作戦会議」 

15:30 移動・近隣スーパーで食材・資材購入 

16:20 夕食づくり〜出来次第食事 

19:00 温泉・休暇村内 

20:00 自由時間→それぞれ次の日の朝食時間を踏まえて就寝 

 

〈2 日目 8/27〉 

8:00 朝食 



9:00 「夏休み最高の思い出づくり」スタート 

12:00 昼食 

    「夏休み最高の思い出づくり」のつづき 

15:00  夕食献立について各班会議 

16:30 近隣スーパーにて追加食材購入 

18:00 夕食づくり〜出来次第食事 

19:30 温泉・休暇村内 

20:30 夜レク・自由時間→それぞれ次の日の朝食時間を踏まえて就寝 

 

 

〈3 日目 8/28〉 

8:00  朝食・片付け・テント撤収 

10:00 振り返り 

12:00 休暇村レストランにて昼食・羽生田農園にてお土産購入  

13:30 移動→杉並区へ 

17:30 阿佐ヶ谷駅南口到着・解散 

 

 

■冬編 新潟県小千谷市■ 

・テーマは「豪雪の中あなたは何をしたい？」。積雪 3m になる小千谷市で、かまくら作

りなど雪国ならではの体験を行った。塩殿ふれあいセンター(公民館)にて宿泊。 

 
【準備期間（11 月〜2 月上旬）】 

・11 月 冬視察訪問①→プログラム・活動フィールド確定 

・12 月 WEB 配信・ポスター等による参加者募集、中高生・大人スタッフ確定 

・1 月 冬視察訪問②(温度等の環境の確認・本番シミュレーション→プログラム微調整) 

・2 月 スタッフ全体ミーティング(1 回・対面) 

    参加者を対象としたキックオフイベント(1 回・オンライン)  

 

【プログラム当日】 

〈1 日目 2/21〉 

8:00 阿佐ヶ谷駅南口集合・移動（バス） 

12:00 小千谷へ到着・里味にて昼食（たれかつ丼） 

13:00 移動→塩殿ふれあいセンターへ。オリエンテーション・荷物の整理、着替え 

    →雪遊び 

14:30 全体会議「冬休み最高の思い出をつくるための方法を考えよう」 

     →私が考えた冬休み最高の思い出とそのつくり方を発表 

15:30 移動→えちご川口温泉（長岡市川口中山 2515-3） 

16:30 移動→スーパーで食材・資材購入 

17:30 移動→塩殿ふれあいセンター到着・夕食づくり〜出来次第食事 

20:00 自由時間→それぞれ次の日の朝食時間を踏まえて就寝 

 

〈2 日目 2/22〉 

8:00  朝食・自由時間 

9:30  「冬休み最高の思い出づくり」スタート 

12:30 昼食(スタッフ及び有志参加者による豚汁) 

    「最高の思い出づくり」のつづき 

15:30  移動→えちご川口温泉 

16:30  移動→スーパーにて食材購入 

17:30 移動→塩殿ふれあいセンター到着・夕食づくり〜出来次第食事 

20:00 夜レク・自由時間→それぞれ次の日の朝食時間を踏まえて就寝 

 

〈3 日目 2/23〉 

8:00  朝食・片付け 

10:00 振り返り 

11:30 移動→わたやで昼食（へぎそば） 

12:30 移動→産業会館サンプラザにてお土産購入 



13:30 移動→杉並区へ 

17:30 阿佐ヶ谷駅南口到着・解散 

８ 効果 

〈終了後の振り返りの項目「あなたは本プロジェクトの目的である『自分で考えて生きる

力を身につける』を達成できましたか？」についての回答より〉 

 

＊前提として、スタッフの客観的な視点による参加者の参加当初の様子と終了時の様

子との比較で本事業の効果を判断することはできないと考えている。例えば、スタッフ

から見たら「成長」と感じたことが、参加者からしたら「初めは緊張していただけで、元々

それができるだけのポテンシャルはもっていた」のかもしれない。参加者とスタッフとは

関係が浅く、2 泊 3 日という短い時間だけで彼らの成長を測ることはできないし、しては

いけないと考える。以上を踏まえ、本事業の効果は「参加者自身の声」をもって判断す

ることとする。 

 

・「はい」手伝ったり、手伝ってもらったりで力がついたと思う（10 点満点中 9） 

・「はい」時間とかもちゃんとできたら 10 だった（10 点満点中 9） 

・「はい」自分で言われたことを考えて行動できてたと思う。意見もできるだけ言えたと思

う（10 点満点中 6） 

・「はい」自分からあまりうまくはできなかったけれど、料理をつくることができたからで

す。自分で生きるには料理が必要なので、少しできるようになってたと思います（10 点

満点中 8） 

・「はい」片付けや時間管理ができるようになったから（10 点満点中 6） 

・「はい」食事を自分で考えたり、時間にまにあうためにどうすればいいか考えたりした

から（10 点満点中 8） 

・「はい」前までは、自分でかえるじゅんびをしたりできなかったけど、できるようになりま

した！温泉でも自分で時間を見て、自分でじゅんびまでできました。（10 点満点中 10） 

 

上記を踏まえ、「自分で考えて生きる力を身につける」という本事業における目的の達

成に対して、一定の効果をあげられたと感じている。 

※ 必要に応じて、枠を広げてください。 



第６号様式（第11条関係）

Ⅱ　支出の部

①宿泊費

1
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　(2)プロジェクト宿泊費
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②交通費
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1

1

1
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1

1
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③入浴代

1

1

1

1

2

１　助成金

２　その他収入

項目

①　助成対象経費 合計

　(1)視察訪問に伴う交通費

　　高速代 7,760円(夏視察①) 7,760

  (1)入浴施設視察

  (2)プロジェクト当日入浴代

　　@35,800円(夏2日間) 35,800

　(2)プロジェクトバス代(旅行保険代含)

569,880

　　@19,250円×2日（冬）

収　支　決　算　書

Ⅰ　収入の部

項目 内容 金額

　次世代育成基金活用事業助成金 2,882,000

 　小学生参加費　　@5,000円×19名(夏)         95,000

65,000

単価 数量

　　@5,000円×13名(冬)  

　団体負担金 761

　　収入合計 3,042,761

金額

計
内容

3,029,725

(1) 旅費 小計 2,249,213

　(1)視察訪問6月7月11月1月に伴う宿泊費及びレンタル品試用

　　@8300円
　　(休暇村嬬恋鹿沢ロッジ型テント泊・夏視察①）

8,300 8,300

28,151

10,000

　　@4700円
　　(休暇村嬬恋鹿沢キャンプサイト利用料・夏視察②）

4,700 4,700

　　@28151円(hinataテントレンタル・夏視察②シミュレーション用） 28,151

　　@5,000円×2回
　　(塩殿ふれあいセンター利用料1泊一式・冬視察①②）

5,000

506,312

15,000

　　夏：休暇村嬬恋鹿沢キャンプ場・テントサイト利用料2泊 65,200 65,200

　　夏：ソロキャンプレンタル2泊3日31名分
　　　　（破損補償料　往復送料　キャンセル補償料含む）

506,312

　　冬：塩殿ふれあいセンター施設利用料2泊1式 15,000

7,760

　　高速代 6,160円(夏視察②) 6,160 6,160

11,830

10,447

10,516

10,014

12,402

　　高速代 11,260円(冬視察①) 11,260 11,260

　　高速代 11,830円(冬視察②) 11,830

　　ガソリン代10,447円(夏視察①) 10,447

　　@2,550円(夏視察①) 2,550 2,550

3,600 3,600　　@3,600円(冬視察①)

　　@3,200円(冬視察②) 3,200 3,200

　　ガソリン代 10,516円(夏視察②) 10,516

　　ガソリン代 10,014円(冬視察①) 10,014

　　ガソリン代 12,402円(冬視察②) 12,402

　　夏：@515,070円 515,070 1 515,070

569,880

5,620

8,379

　　冬：@569,880円

　(3)冬編帯同車(現地合流スタッフ分)

　　高速代@5,620円 5,620

　　ガソリン代@8,379円 8,379

19,250

35,800

38,500



④食費
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(3) 印刷費

1

2

1

1

1

1

1

1

1

880

　　事務用品@10,095円 10,095

                  ④応急処置用品

⑤事務用品

　　応急処置用品@880円                              

　(1)昼食場所視察

　　@3,550円(夏視察①) 3,550

　　@3,400円(夏視察②) 3,400

10,578

　　@4,900円(冬視察①) 4,900

　　@6,666円(冬視察②) 6,666

　(2)プロジェクト当日食費

　　食事作り用消耗品・調味料@10,578円(夏) 10,578

　　１日目昼食@27,900円(夏) 27,900

　　１日目夕食２日目朝食食材費@36,841円(夏) 36,841

　　2日目夕食食材費@15,346円(夏) 15,346

18,096　　２日目昼食@18,096円(夏)

　　３日目昼食@31,820円(夏) 31,820

　　３日目朝食@26,040円(夏) 26,040

　　食事作り用消耗品・調味料@14,445円(冬) 14,445

　　１日目昼食@24,750円(冬) 24,750

　　１日目夕食２日目朝食食材費@35,606円(冬) 35,606

　　２日目昼食@14,839円(冬) 14,839

小計

　　@5,000円×2日×のべ17名(訪問回数夏2回・冬2回) 10,000

①スタッフミーティ
ングに対する謝礼

　　@3,000円×のべ21名(開催回数夏2回・冬2回) 3,000

②キックオフイベ
ントに対する謝礼

　　@3,000円×のべ17名(夏・冬) 3,000

③視察訪問に対す
る謝礼

④当日運営に対する
謝礼

　　@5,000円×3日×8名(大人スタッフ6名、運営スタッフ2名、夏) 15,000

　　@5,000円×3日×8名(大人スタッフ5名、運営スタッフ3名、冬) 15,000

23,777　　2日目夕食食材費@23,777円(冬)

　　３日目朝食@20,000円(冬) 20,000

　　３日目昼食@30,008円(冬) 30,008

(2) 謝礼

小計(4) 物品購入費

 　　プログラム体験用消耗品@16,793円（夏・冬）　　（体験に応じた小道具、絵具、布、ロープなど） 16,793

　　配布用キャンプ用具（消耗品）@23,005円
　　（手袋、火起こし用品、レスキューシート等）

23,005

小計

　　会議資料印刷@1,820円 1,820

　　チラシ・しおり・ポスターデザイン費@50,000円×2回(夏・冬) 50,000

　　配布用防寒防雪用具（消耗品）@8,972円
　　（手袋、防水シート、カイロ等）

8,972

①会議資料印刷

②デザイン費

③募集ポスター・チ
ラシ印刷費

④事業報告書印刷費

①プログラム体験用
消耗品

②配布用キャンプ
用具購入費

③配布用防寒防雪
用具購入費

　　募集ポスター印刷費@9,160円（ポスター200部、夏・冬) 9,160

　　事業報告書印刷費@13,160円（80部） 13,160

3,550

3,400

4,900

6,666

27,900

36,841

15,346

18,096

31,820

26,040

14,445

24,750

35,606

120,000

124,140

1,820

100,000

9,160

13,160

70,967

14,839

23,777

20,000

30,008

524,000

63,000

51,000

170,000

120,000

16,793

23,005

8,972

880

10,095



1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

小計

　　郵便・配送料@4,085円 4,085

　　銀行手数料・印紙代@1,320円 1,320

3,000　　ごみ分別依頼及び処理代@3,000円

(6) 使用料及び賃借料 小計

　　調理器具レンタル料@18,420円 18,420

(7) その他 小計

①ミーティング用レ
ンタルスペース利用
料

②キャンプ場内施
設・備品使用料

3,492

②　助成対象外経費（その他の経費）

　　

合計

　　感染症対策及び衛生用品（除菌スプレー、マスク等）@11,222円 11,222

　　プロジェクト当日乗務員食費@3,492円
　　(プロジェクト当日夏1、3日目昼食、冬1、3日目昼食)

　　プロジェクト当日食費@9,544円(夏２日目夕食、食材) 9,544

　　レンタルスペース（阿佐ヶ谷マルコせいさく所)@4,500円 4,500

　　キャンプファイヤー利用料@22,000円 22,000

　　釣り竿レンタル料@8,080円 8,080

①郵送・通信費

⑥感染症対策及び
衛生用品

②銀行手数料

③ごみ分別依頼及び
処理代

(5) 役務費

　　支出合計　（総事業経費①＋②）

1,320

3,000

53,000

4,500

22,000

8,080

18,420

3,042,761

0

13,036

9,544

3,492

8,405

4,085

11,222


